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キ
ー
ワ
ー
ド
：
述
体
　
物
語
り
文
　
品
定
め
文
　
ハ
　
ガ

一
　
は
じ
め
に

二
　
形
容
詞
述
語
と
主
語
承
接
の
助
詞

三
　
動
詞
述
語
と
主
語
承
接
の
助
詞

四
　
お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
述
体
文
は
、
体
言
が
主
語
と
し
て
先
行
し
、
用
言
が
述
語
と
し
て
照
応
す
る
。

　
右
は
、
事
態
を
分
析
す
る
判
断
の
構
造
を
根
拠
に
、
語
の
類
別
（
品
詞
）
と

語
の
運
用
（
位
格
）
を
連
関
的
に
説
く
山
田
孝
雄
の
文
法
論
（
山
田
一
九
〇
八
、

一
九
三
六
）
を
基
に
し
て
導
か
れ
る
文
の
形
式
で
あ
る
。
述
体
文
に
は
主
語
　

述
語
の
相
関
が
あ
る
。
実
体
と
属
性
を
以
て
象
ら
れ
た
事
態
と
い
う
対
象
面
、

そ
の
存
在
を
承
認
す
る
言
語
主
体
の
精
神
の
統
一
作
用
（
繋
辞
）
と
い
う
作
用

面
、
こ
れ
ら
判
断
構
造
の
二
つ
の
面
が
述
体
文
に
担
わ
れ
て
い
る
。
主
格
　
賓

格
の
相
関
に
対
す
る
述
格
（≒

陳
述
）
の
関
与
、
と
い
う
位
格
関
係
は
、
事
態

分
析
の
判
断
に
対
応
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
花
咲
く
コ
ト
を
対
象
と
し
、
そ
の
承
認
で
あ
る
述
体
文
の
内
部
構

造
と
表
現
さ
れ
る
文
の
形
式
は
、
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

［
対
象
］　
承
認
・
・
・
・
・［
花
咲
く
コ
ト
］
承
認
　
　
　

　　
　
　
　［
実
体
　
属
性
］　
繋
辞

　　
　
　
　［
主
格
　
賓
格
］　
述
格
（≒

陳
述
）

　［
体
言
　
用
言
（
実
質
）］　「
用
言
（
形
式
）

［
主
語
］、［
述
語
］。・
・
・
・
花
、
咲
く
。

　
な
お
、
図
式
は
、
判
断
の
対
象
面
と
作
用
面
の
平
衡
的
な
把
握
、
位
格
関
係
、

位
格
関
係
を
分
担
す
る
語
類
（
品
詞
）
の
在
り
方
、
文
形
式
の
在
り
方
と
し
て

の
主
語
と
述
語
の
相
関
、
と
い
う
展
開
を
示
す
。
こ
れ
は
以
下
の
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
一
般
に
述
体
の
文
は
、
述
語
が
所
謂
陳
述
を
表
し
て
い
る
、
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
陳
述
は
、
述
格
の
関
与
を
受
け
た
述
語
用
言
（
賓

格
・
述
格
）
の
み
が
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
主
格
体
言
も
述
格
の
関
与
を

受
け
る
こ
と
で
、
主
語
と
し
て
陳
述
を
分
有
す
る
。
述
格
は
、
主
格
　
賓
格
の

相
関
に
対
し
て
関
与
す
る
、
と
い
う
内
部
構
造
に
あ
る
。
主
語
、
述
語
は
、
陳

述
を
分
有
す
る
述
体
文
の
形
式
で
あ
る
。

　
山
田
文
法
が
説
く
述
体
の
論
理
は
、
判
断
の
構
造
を
基
盤
と
し
て
、
文
の
論

理
と
語
の
類
別
を
連
関
的
に
追
究
す
る
優
れ
た
枠
組
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
位
格
関
係
の
述
格
、
即
ち
陳
述
は
用
言
の
要
素
的
な
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
語
類
と
し
て
の
用
言
を
特
徴
付
け
る
形
式
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。

述
体
文
の
種
類
と
助
詞

石

神

照

雄
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つ
ま
り
、
山
田
文
法
は
、
陳
述
を
用
言
の
内
部
要
素
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
語

の
類
別
、
所
謂
品
詞
分
類
の
根
拠
を
得
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
位
格
関
係
を
文

の
内
部
構
造
と
し
て
論
ず
る
（
山
田
一
九
三
六
、
第
五
章
　
語
の
類
別
、
第
十

章
　
用
言
概
説
、
第
四
十
四
章
　
句
の
類
別
、
第
四
十
六
章
　
述
体
の
句
）。

　
文
法
論
で
は
、
構
造
と
し
て
の
関
係
把
握
、
即
ち
全
体
で
あ
る
文
に
対
し
て

部
分
と
し
て
あ
る
語
が
如
何
な
る
形
式
的
関
係
に
あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
だ

が
、
山
田
文
法
で
は
、
陳
述
を
用
言
の
内
部
に
求
め
た
こ
と
か
ら
、
陳
述
の
在

処
と
役
割
を
探
る
こ
と
が
基
本
問
題
で
あ
る
と
い
う
方
向
へ
研
究
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
山
田
文
法
の
批
判
的
継
承
を
目
指
し
た
時
枝
文
法
（
時
枝

一
九
四
一
）
以
降
の
所
謂
陳
述
論
争
が
そ
れ
で
あ
る
（
大
久
保
一
九
六
八
）。

議
論
の
焦
点
が
機
能
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
陳
述
は
、
渡
辺
文
法
（
渡
辺
一
九
七
一
）
の
、
職
能
（
構
文
機
能
）
に
よ
る

構
文
論
に
至
り
、
関
係
構
成
の
職
能
へ
と
収
斂
さ
れ
た
。
時
枝
文
法
以
降
の
研

究
の
展
開
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
日
本
語
の
文
法
研
究
の
議
論
か
ら
、
文
形

式
で
あ
る
主
語
に
つ
い
て
の
認
識
を
危
う
く
さ
せ
、
延
い
て
は
山
田
文
法
が
提

唱
し
た
述
体
と
喚
体
と
い
う
、
日
本
語
文
の
根
本
形
式
の
追
究
と
い
う
課
題
を

見
失
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
日
本
文
法
論
に
於
け
る
構
造
的
な
観
点

を
喪
失
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
遠
因
は
、
山
田
文
法
自
体

の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
石
神
二
〇
〇
二
）。

　
文
で
あ
る
と
は
、
文
と
し
て
の
内
容
の
統
一
と
、
文
と
し
て
の
形
式
の
完
結

と
を
具
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。
述
体
文
に
於
い
て
、
内
容
の
統
一
と
、
形
式
の

完
結
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、
体
言
、
用
言
と
い
う
語
類
の
語
序
で
あ
る
。

即
ち
、
述
体
文
と
い
う
全
体
を
分
担
す
る
形
式
と
し
て
の
主
語
、
述
語
で
あ
る
。

述
体
と
は
、
事
態
の
存
在
と
そ
の
承
認
と
い
う
認
識
を
、
主
語
、
述
語
と
い
う

構
文
形
式
に
託
す
も
の
で
あ
る
（
石
神
二
〇
一
〇
ａ
、
二
〇
一
〇
ｂ
）。

　
日
本
語
の
文
法
研
究
に
於
い
て
、
述
体
文
に
、
主
語
と
述
語
の
形
式
を
導
く

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
述
体
を
類
と
す
る
種
の
分
類
に
関
し
て
、
文
意

味
の
質
的
相
違
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
事
件
事
態
の
成
行
き
を
述
べ
る

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
、
物
事
の
性
質
を
述
べ
る
こ
と
や
判
断
を
言
い
表
す
こ

と
、
と
い
う
よ
う
に
述
体
文
が
果
た
す
意
味
の
質
的
相
違
に
関
す
る
問
題
で
あ

る
。「
物
語
り
文
」
と
「
品
定
め
文
」
と
い
う
分
類
が
説
か
れ
る
（
佐
久
間
一

九
四
一
）。
或
い
は
、
こ
れ
を
「
現
象
文
」
と
「
判
断
文
」
と
い
う
用
語
を
以

て
す
る
略
同
様
の
議
論
が
あ
る
（
三
尾
一
九
四
八
）。
ま
た
、
述
語
の
品
詞
の

違
い
に
着
目
し
「
動
詞
文
」
と
「
名
詞
文
」
と
い
う
分
類
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
（
三
上
一
九
五
三
）。
更
に
品
詞
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
「
形
容

詞
文
」
と
い
う
分
析
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
述
語
を
担
う
一
方
の
代
表
品
詞
「
動

詞
」
と
の
対
照
か
ら
、
他
方
を
代
表
す
る
品
詞
「
形
容
詞
」
を
以
て
の
名
称
と

さ
れ
、
三
上
の
言
う
名
詞
文
、
即
ち
品
定
め
文
乃
至
は
判
断
文
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
（
川
端
一
九
五
八
）。

　
述
体
の
下
位
分
類
は
、
論
者
が
説
く
と
こ
ろ
を
集
約
す
れ
ば
、
述
語
の
在
り

方
と
、
意
味
的
に
果
た
す
文
の
質
と
の
間
に
、
動
詞
述
語
文
は
物
語
り
文
（
現

象
文
）、
名
詞
・
形
容
詞
述
語
文
は
品
定
め
文
（
判
断
文
）、
と
い
う
対
応
が
凡

そ
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
も
の
は
、
母
語
と
し
て
の
文
法
意
識
に
適
う

も
の
で
あ
る
が
、
用
語
も
種
々
で
あ
り
確
定
的
で
は
な
い
。
研
究
と
し
て
は
流

動
の
中
に
あ
る
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
端
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
検

討
し
た
次
の
よ
う
な
こ
と
に
も
窺
わ
れ
る
（
石
神
二
〇
一
〇
ａ
）。

　
述
体
文
に
於
い
て
、
述
語
を
担
う
品
詞
と
文
の
質
と
の
間
に
は
、

　
　
形
容
詞
述
語
：
品
定
め
文
（
判
断
文
）

　
　
動
詞
述
語
　
：
物
語
り
文
（
現
象
文
）

と
い
う
対
応
関
係
が
下
位
分
類
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
主
語
に
承

接
す
る
助
詞
の
在
り
方
に
着
目
す
る
と
き
、
こ
の
関
係
は
固
定
的
な
も
の
で
は

な
い
。
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ポ
チ
は
騒
が
し
い
。

　
　
形
容
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
形
容
詞
：
品
定
め
文

　
　

　
　
ポ
チ
が
騒
が
し
い
。

　
　
形
容
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
形
容
詞
：
物
語
り
文

　
　

　
　
ポ
チ
が
騒
ぐ
。

　
　
動
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
動
詞
：
物
語
り
文

　
　

　
　
ポ
チ
は
騒
ぐ
。

　
　
動
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
動
詞
：
品
定
め
文

　
右
は
次
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
述
体
文
の
質
的
相
違
の
課
題
は
、
述
語
用
言
の
種
類
の
み
な
ら
ず
、
主
語
に

承
接
す
る
助
詞
が
深
く
関
与
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
の
内
容
で
あ
る
認
識
の

質
が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
と
ガ
の
意
味
の
違
い
、
或
い
は
主
語

の
存
否
と
し
て
、
夙
に
日
本
語
の
文
法
論
に
於
い
て
は
重
要
課
題
と
さ
れ
て
来

た
も
の
で
あ
る
。

　
ハ
係
助
詞
、
ガ
格
助
詞
と
い
う
助
詞
の
類
別
は
、
山
田
文
法
に
於
い
て
は
、

研
究
の
端
緒
を
な
し
、
文
法
体
系
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
る
（
山
田
一
九
〇

八
）。
構
文
論
的
に
は
、
ガ
格
助
詞
の
文
を
基
底
（
格
関
係
）
の
文
と
し
、
ハ

係
助
詞
の
も
の
は
そ
の
潤
色
（
題
目
提
示
、
取
り
立
て
）
の
文
、
と
い
う
分
析

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
三
上
一
九
六
〇
、
北
原
一
九
八
一
）。
そ
の
点

で
言
え
ば
、
叙
述
に
際
し
て
、
判
断
の
在
り
方
の
違
い
を
「
題
目
格
」
の
概
念

を
以
て
、「
有
題
目
的
断
定
」「
無
題
目
的
断
定
」
と
説
く
松
下
文
法
は
、
文
の

質
的
相
違
の
課
題
を
説
く
嚆
矢
で
あ
る
（
松
下
一
九
二
四
）。
ま
た
、
森
重
敏

は
、
判
断
と
の
連
関
を
踏
ま
え
て
、
述
語
の
語
類
（
品
詞
）
に
よ
る
文
型
の
階

層
的
展
開
を
説
く
（
注
１
）。

　
筆
者
は
、
嘗
て
助
詞
の
ハ
と
ガ
の
異
な
り
を
追
究
す
る
に
際
し
て
、
文
の
種

類
を
分
析
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
石
神
一
九
八
九
）。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
用

言
を
述
語
と
す
る
文
を
考
察
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
体
言

文
の
分
析
を
為
す
こ
と
に
於
い
て
、
日
本
語
の
基
本
的
な
形
式
と
し
て
、
山
田

文
法
が
掲
げ
る
述
体
の
論
理
の
追
究
に
は
、
文
の
質
的
相
違
の
課
題
が
重
要
で

あ
る
、
と
改
め
て
考
え
る
に
至
っ
た
（
石
神
二
〇
〇
五
）。
本
稿
は
、
先
の
、

物
語
り
文
と
品
定
め
文
の
検
討
（
石
神
二
〇
一
〇
ａ
）
を
踏
ま
え
、
主
語
承
接

の
助
詞
と
述
体
文
の
関
係
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
形
容
詞
述
語
と
主
語
承
接
の
助
詞

　
静
止
的
な
属
性
表
現
で
あ
る
形
容
詞
が
主
と
し
て
担
う
も
の
は
性
状
規
定
で

あ
る
。
前
稿
の
検
討
で
は
、
主
語
に
承
接
す
る
助
詞
の
ハ
と
ガ
に
よ
り
、
形
容

詞
述
語
文
の
文
意
が
分
か
れ
、
文
の
質
が
異
な
る
こ
と
を
論
じ
た
。
両
者
は
、

外
形
的
に
は
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
形
容
詞
文
で
あ
る
。

ポ
チ
は
騒
が
し
い
。

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
ポ
チ
　
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
が
し
い
　
モ
ノ
　
デ
ア
ル
。

形
容
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
形
容
詞
　
終
止
形
：
品
定
め
文

　
　

ポ
チ
が
騒
が
し
い
。

≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）（
コ
ノ
　
）
ポ
チ

が
、
斯
ク
　
騒
が
し
く
　
ア
ル
。
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形
容
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
形
容
詞
　
終
止
形
：
物
語
り
文

　
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
代
表
的
な
文
は
品
定
め
文
と
し
て
あ
る
。
そ
の
時
主

語
に
承
接
す
る
の
は
ハ
係
助
詞
で
あ
る
。
こ
れ
を
ガ
格
助
詞
に
転
換
す
る
と
、

性
質
の
規
定
を
一
般
的
に
す
る
と
い
う
文
意
は
消
え
、
発
言
の
時
点
で
の
個
別

の
事
態
の
成
行
き
を
表
す
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
発
言
者
の
眼
前
に
あ
る
こ
と

と
し
て
「
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
」
と
い
う
時
所
的
限
定
が
顕
在
化
す
る
。
と

共
に
、「（
コ
ノ
　
）
ポ
チ
が
、
斯
ク
　
騒
が
し
く
　
ア
ル
。」
が
表
さ
れ
る
。

こ
れ
は
個
別
的
事
態
で
あ
り
、
性
質
を
一
般
的
に
規
定
す
る
と
い
う
、
ハ
形
容

詞
文
が
担
っ
て
い
る
文
意
と
は
違
う
文
の
質
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
ポ
チ
と
は
、
近
所
の
山
田
家
の
飼
犬
な
の
で
あ
る
が
、
形
容
詞
を

述
語
と
す
る
文
に
登
場
す
る
と
き
、
ハ
形
容
詞
の
品
定
め
文
で
あ
ろ
う
と
、
ガ

形
容
詞
の
物
語
り
文
で
あ
ろ
う
と
、
個
物
と
し
て
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

謂
わ
ば
ポ
チ
は
ポ
チ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
象
と
し
て
、
文
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
在
り
方
は
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
、
右
の
二
文
に

文
意
を
導
く
語
句
を
加
え
対
比
的
に
示
し
た
。
恒
常
的
な
姿
を
分
析
し
た
ポ
チ

と
、
特
定
の
場
（
い
ま
、
こ
こ
）
に
於
け
る
ポ
チ
と
の
在
り
方
で
あ
る
。

　
い
ま
、
固
有
名
詞
の
「
ポ
チ
」
で
は
な
く
、
普
通
名
詞
の
「
犬
」
を
右
の
二

文
に
登
場
さ
せ
る
な
ら
ば
、

犬
は
騒
が
し
い
。：
品
定
め
文

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
ア
ラ
ユ
ル
　
犬
　

は
、
騒
が
し
い
。

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
犬
　
ナ
ル
モ
ノ
は
、

騒
が
し
い
　
モ
ノ
　
デ
ア
ル
。

　
　

犬
が
騒
が
し
い
。：
物
語
り
文

≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）
コ
ノ
　
犬
が
、
斯

ク
　
騒
が
し
く
　
ア
ル
。

と
い
う
よ
う
に
、
品
定
め
文
と
物
語
文
と
で
、「
犬
」
が
担
う
意
味
内
容
が
明

ら
か
に
異
な
る
。
一
般
と
し
て
の
犬
と
個
別
と
し
て
の
犬
で
あ
る
。

　
主
語
に
ハ
係
助
詞
が
承
接
す
る
品
定
め
文
で
は
、
犬
は
ポ
チ
と
か
シ
ロ
と
か

の
具
体
的
な
個
物
と
し
て
の
対
象
で
は
な
い
。
犬
は
抽
象
的
な
も
の
と
し
て
あ

る
犬
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
述
語
が
担
う
性
質
も
個
物
に
担
わ
れ
る
具
体
と

し
て
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
観
念
と
し
て
、
或
い
は
概
念
と
し
て
犬
な
る
も
の

の
性
質
を
規
定
し
て
い
る
。
品
定
め
文
の
担
う
意
味
と
は
、
個
々
の
犬
の
性
質

を
言
わ
ば
集
積
し
て
、
そ
の
統
一
を
抽
象
的
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
品
定
め
文
と
は
、
犬
に
内
属
す
る
性
質
を
一
般
化
し
て
表
現
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
判
断
の
基
盤
は
内
属
性
の
判
断
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
分
析
に
示
し
た
よ
う
に
、
述
語
の
形
容
詞
に
対
し
「
騒
が
し
い
　
モ

ノ
」
と
い
う
よ
う
に
形
式
名
詞
で
実
質
化
を
設
定
し
、
二
体
言
に
よ
る
主
　
述

の
関
係
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
一
般
に
概
念
間
の
関
係
を
捉
え
る
も
の
と
言

う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
概
念
「
犬
」
を
概
念
「
騒
が
し
い
モ
ノ
」
が
包

摂
す
る
と
い
う
包
摂
の
判
断
と
考
え
ら
れ
る
。
形
容
詞
述
語
の
品
定
め
文
は
、

内
属
判
断
と
包
摂
判
断
と
の
二
つ
の
判
断
の
相
貌
を
呈
し
て
い
る
（
注
２
）。

　
他
方
、
主
語
に
ガ
が
承
接
す
る
物
語
り
文
で
は
、
犬
は
具
体
的
な
対
象
で
あ

る
。「
こ
の
犬
」「
あ
の
犬
」
と
い
う
よ
う
に
、
物
語
る
者
即
ち
こ
の
文
の
発
言

者
に
と
っ
て
は
、
対
象
を
指
示
し
、
固
有
名
を
掲
げ
る
こ
と
も
出
来
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
述
語
内
容
も
そ
れ
と
し
て
個
別
に
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
現
実
の
性
質
で
あ
る
。
形
容
詞
述
語
の
物
語
文
は
、
時
所
的
限
定
を

受
け
た
、
い
ま
、
こ
こ
、
と
い
う
場
の
な
か
で
、
個
物
に
内
属
す
る
性
質
を
明
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ら
か
に
す
る
内
属
判
断
で
あ
る
。

　
形
容
詞
述
語
の
述
体
文
は
、
主
語
に
ハ
係
助
詞
を
承
接
す
る
こ
と
で
、
観
念

性
の
判
断
に
関
わ
る
品
定
め
文
を
構
成
す
る
。
ま
た
、
主
語
に
ガ
格
助
詞
を
承

接
す
る
こ
と
で
、
現
実
性
の
判
断
に
関
わ
る
物
語
り
文
を
構
成
す
る
。
判
断
の

質
の
違
い
を
助
詞
が
体
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
注
３
）。

三
　
動
詞
述
語
と
主
語
承
接
の
助
詞

　
動
的
な
属
性
表
現
で
あ
る
動
詞
が
担
う
も
の
は
事
態
の
動
的
展
開
で
あ
る
。

動
詞
述
語
文
の
典
型
は
物
語
り
文
で
あ
る
。
こ
の
と
き
主
語
に
承
接
す
る
助
詞

は
ガ
格
助
詞
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
時
所
的
限
定
の
枠
組
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
動
詞
を
述
語
と
す
る
物
語
り
文
の
、
主
語
承
接
の
助
詞
を
ガ
格

助
詞
か
ら
ハ
係
助
詞
に
転
換
す
る
と
、
文
が
担
う
意
味
は
、
個
別
の
時
所
的
限

定
を
受
け
た
対
象
と
い
う
在
り
方
か
ら
解
放
さ
れ
る
。

ポ
チ
が
騒
ぐ
。

≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）（
コ
ノ
　
）
ポ
チ

が
、
斯
ク
　
騒
ぐ
。

動
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
動
詞
　
終
止
形
：
物
語
り
文

　
　

ポ
チ
は
騒
ぐ
。

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
ポ
チ
　
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
ぐ
　
モ
ノ
　
デ
ア
ル
。

動
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
動
詞
　
終
止
形
：
品
定
め
文

　
ガ
動
詞
文
は
「
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
」
と
い
う
時
所
的
限
定
を

内
包
す
る
。
眼
前
で
展
開
す
る
個
別
の
事
態
の
成
行
き
を
表
す
物
語
り
文
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
ハ
動
詞
文
で
は
、
時
所
的
限
定
の
枠
組
自
体
が
消
失
さ
れ
、

対
象
の
恒
常
的
な
在
り
方
「（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）

ポ
チ
　
ナ
ル
モ
ノ
は
、
騒
ぐ
　
モ
ノ
　
デ
ア
ル
。」
を
表
す
。
個
物
と
し
て
の

ポ
チ
で
あ
る
が
、
動
的
な
作
用
が
ポ
チ
の
性
質
と
し
て
一
般
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
事
態
の
成
行
き
を
述
べ
る
ガ
動
詞
文
と
は
異
な
る
。
文
意
の
質
は
品

定
め
文
で
あ
る
。

　
な
お
、
眼
前
で
の
事
態
の
成
り
行
き
を
よ
り
明
ら
か
に
表
現
す
る
も
の
は
、

文
末
を
テ
イ
ル
形
で
示
し
た
姿
の
、

ポ
チ
が
騒
い
で
い
る
。

≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）（
コ
ノ
　
）
ポ
チ

が
、
斯
ク
　
騒
い
で
い
る
。

動
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
動
詞
　
テ
イ
ル
：
物
語
り
文

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
状
態
或
い
は
進
行
の
意
味
を
鮮
明
に
表
す
が
、
ガ
動
詞
終

止
形
の
文
と
等
し
い
関
係
で
あ
り
、
便
宜
的
に
こ
れ
に
含
め
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
動
詞
テ
イ
ル
形
の
動
詞
述
語
文
は
、
主
語
を
ハ
係
助
詞
に

転
換
す
る
こ
と
を
以
て
し
て
も
、
動
詞
終
止
形
の
場
合
の
よ
う
に
文
意
の
転
換

が
把
握
で
き
な
い
。
ポ
チ
に
対
す
る
把
握
の
異
な
り
を
予
想
で
き
る
も
の
の
、

事
態
の
成
行
き
と
し
て
状
態
乃
至
は
進
行
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
主
語
の
ポ
チ
は
、
ハ
係
助
詞
が
承
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
下
の
分

析
に
加
え
た
よ
う
な
修
飾
語
を
冠
し
た
意
味
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

ポ
チ
は
騒
い
で
い
る
。
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≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）
馴
染
み
ノ
＝
既
知

ノ
　
ポ
チ
　
ガ
、
斯
ク
　
騒
い
で
い
る
。

動
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
動
詞
　
テ
イ
ル
：
物
語
り
文

　
い
ま
、
形
容
詞
文
で
行
っ
た
主
語
の
転
換
、
即
ち
固
有
名
詞
の
「
ポ
チ
」
を

普
通
名
詞
の
「
犬
」
に
変
更
し
、
右
の
三
種
の
文
に
登
場
さ
せ
る
な
ら
ば
、

犬
が
騒
ぐ
（
／
騒
い
で
い
る
）。

≒

（
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い
て
）
コ
ノ
　
犬
が
、
斯

ク
　
騒
ぐ
（
／
騒
い
で
い
る
）。

動
詞
述
語
文
：
　
ガ
　
動
詞
　
終
止
形
（
／
テ
イ
ル
形
）：
物
語
り
文

　
　

犬
は
騒
ぐ
。

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
ア
ラ
ユ
ル
　
犬
は
、

騒
ぐ
。

≒

（
常
ニ
＝
何
れ
の
時
、
何
れ
の
所
、
に
も
関
せ
ず
）
犬
　
ナ
ル
モ
ノ
は
、

騒
ぐ
　
モ
ノ
　
デ
ア
ル
。

動
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
動
詞
　
終
止
形
：
品
定
め
文

犬
は
騒
い
で
い
る
。

≒

（
当
該
ノ
場
デ
＝
当
該
の
時
、
当
該
の
所
、
に
於
い
て
）
当
該
ノ
　
犬

ガ
、
然
々
ニ
　
騒
い
で
い
る
。

動
詞
述
語
文
：
　
ハ
　
動
詞
　
テ
イ
ル
：
物
語
り
文

と
い
う
よ
う
に
な
る
。
始
め
の
動
詞
終
止
形
の
物
語
り
文
と
、
次
の
動
詞
終
止

形
の
品
定
め
文
と
に
於
い
て
「
犬
」
が
担
う
意
味
内
容
は
、
形
容
詞
終
止
形
で

の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
物
語
り
文
で
は
個
別
の
犬
で
あ
り
、
品
定
め
文
で
は

一
般
と
し
て
の
犬
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
テ
イ
ル
形
の
動
詞
述
語
文
に
関
し
て
は
、
右
の
も
の
と
は
異
な

る
点
が
認
め
ら
れ
る
。
先
の
、「
ポ
チ
」
を
主
語
と
し
た
ハ
係
助
詞
承
接
の
文

で
は
、
時
所
的
限
定
の
枠
組
を
「
眼
前
デ
＝
い
ま
の
時
、
こ
こ
の
所
、
に
於
い

て
」
と
し
て
設
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
犬
」
と
し
た
文
で
は
、「
眼

前
デ
」
唯
一
つ
だ
け
を
挙
げ
る
こ
と
で
は
充
分
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

も
含
む
も
の
と
し
て
「
当
該
ノ
場
デ
」
と
で
も
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
騒
い

で
い
る
犬
が
存
在
す
る
と
い
う
当
の
場
は
、
文
脈
に
依
存
し
て
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
文
の
犬
は
、
ハ
係
助
詞
が
承
接
し
た
主
語
で
あ
る
が
、
一
般
と

し
て
の
犬
で
は
な
く
個
別
の
も
の
で
あ
る
。
発
言
者
は
、
己
が
規
定
し
た
当
該

の
場
の
中
に
、
そ
の
犬
を
当
該
の
も
の
と
し
て
対
象
化
し
指
定
し
て
い
る
。
と

す
る
な
ら
ば
、
先
の
ポ
チ
の
場
合
も
同
様
の
取
り
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。「
眼

前
デ
」
と
い
う
場
の
設
定
は
、
当
該
の
場
が
担
う
一
つ
の
場
合
を
取
り
上
げ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
犬
」
の
場
合
と
同
じ
く
「
当
該
ノ
場
デ
」
が
よ
り
妥

当
な
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
こ
と
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
ハ
係
助
詞
が
承
接
し
た
テ
イ
ル
形
の
動
詞
述

語
文
が
担
う
意
味
内
容
は
、

犬
は
騒
い
で
い
る
。

≒

（
ソ
ノ
場
デ
＝
そ
の
時
、
そ
の
所
、
に
於
い
て
）
ソ
ノ
　
犬
ガ
、
ソ
ノ

様
ニ
　
騒
い
で
い
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
分
析
さ
れ
よ
う
。
発
言
者
に
と
っ
て
は
、
ハ
係
助
詞
が
承
接

し
た
主
語
の
「
犬
」
と
は
、
文
脈
の
中
で
関
係
設
定
を
実
現
し
た
対
象
と
い
う

こ
と
で
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
脈
の
中
で
実
現
し
た
関
係
設
定
と
は
、
発
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言
者
に
と
っ
て
は
聞
き
手
も
そ
れ
を
承
認
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
で
あ
る
。

　
即
ち
「
ソ
」
と
い
う
関
係
把
握
は
、
聞
き
手
も
関
係
設
定
を
実
現
し
対
象
と

し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
含
意
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
発
言
者
が
「
コ
」
と

関
係
設
定
し
た
対
象
を
、
聞
き
手
も
「
コ
」
と
関
係
設
定
し
て
い
る
、
と
い
う

連
関
関
係
を
発
言
者
が
捉
え
た
と
き
、「
ソ
」
と
い
う
指
示
を
す
る
の
で
あ
る
。

主
語
に
承
接
す
る
ハ
係
助
詞
は
、「
ソ
ノ
場
デ
、
ソ
ノ
　
犬
ガ
、
ソ
ノ
様
ニ
騒

い
で
い
る
」
が
担
っ
て
い
る
関
係
設
定
の
形
式
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
、
右
の
例
を
以
て
関
連
づ
け
る
な
ら
ば
、

「
犬
は
」（
文
脈
の
中
で
関
係
設
定
さ
れ
た
物
語
り
文
の
主
語
）

　
≒

「
当
該
の
時
、
当
該
の
所
、
に
於
い
て
存
在
す
る
当
該
の
犬
　
ガ
」

　
≒

「
ソ
の
場
の
ソ
の
犬
　
ガ
」

と
表
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。「
犬
は
騒
い
で
い
る
。」
と
い
う
物
語
り
文
の
主
語

「
犬
は
」
は
、
個
別
と
し
て
あ
る
具
体
的
な
も
の
が
文
脈
の
中
に
あ
る
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
姿
で
あ
る
。
こ
の
文
の
主
語
は
、
ハ
係
助
詞
が
承
接
し
て
は

い
る
が
、
品
定
め
文
の
主
語
が
担
う
在
り
方
の
、
一
般
と
し
て
の
も
の
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
述
語
内
容
も
観
念
と
し
て
、
或
い
は
概
念
と
し
て
と
い
う

在
り
方
の
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
事
態
の
状
態
或
い
は
進
行
と
し
て
の
も
の

で
あ
る
。

　
動
詞
述
語
の
述
体
文
は
、
主
語
に
ガ
格
助
詞
を
承
接
す
る
こ
と
で
、
現
実
性

の
判
断
に
関
わ
る
物
語
り
文
を
構
成
す
る
。
ま
た
、
主
語
に
ハ
係
助
詞
を
承
接

す
る
こ
と
で
、
観
念
性
の
判
断
に
関
わ
る
品
定
め
文
を
構
成
す
る
。
形
容
詞
述

語
文
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
判
断
の
質
の
違
い
を
助
詞
が
体
現
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
、
述
語
の
形
式
は
終
止
形
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
物
語
り
文
が
自
ら
の
文
意
の
特
徴
を
示
す
も
の
は
、
構
文
上
に
登
場
す
る
時

所
的
限
定
で
あ
る
。
動
詞
述
語
文
ば
か
り
で
な
く
、
形
容
詞
述
語
文
も
個
別
の

事
態
の
成
り
行
き
を
表
す
も
の
と
し
て
、
主
語
に
ガ
格
助
詞
を
承
接
さ
せ
、
時

所
的
限
定
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
具
体
と
し
て
現
実
性
の
判
断
を
内
容
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
物
語
り
文
の
質
を
担
う
。

　
一
方
、
品
定
め
文
は
、
時
所
的
限
定
の
枠
組
自
体
を
消
失
さ
せ
る
こ
と
で
、

個
物
で
は
な
く
、
一
般
と
い
う
在
り
方
で
事
物
の
性
質
を
規
定
す
る
。
包
摂
判

断
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
観
念
性
の
判
断
で
あ
る
。

　
物
語
文
が
自
ら
の
特
徴
と
す
る
時
所
的
限
定
は
、
発
言
者
が
、
己
と
文
と
し

て
物
語
ら
れ
る
事
態
と
の
位
置
付
け
の
関
係
規
定
を
構
文
に
形
式
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
語
り
文
冒
頭
の
、
登
場
人
物
が
物
語
の
場
へ
登
場
し
た

こ
と
を
確
言
す
る
存
在
詞
文
に
象
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
。

昔
々
、
或
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
登
場
人
物
ガ
、
有
リ
マ
シ
　
タ
。

構
文
上
、
時
所
的
限
定
の
場
を
担
う
成
分
の
表
現
と
、
文
末
の
時
の
関
係
の
表

現
と
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
顕
在
化
せ
ず
、
文
脈
と
し
て
担
わ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
語
り
の
場
を
場
面
と
し
て
区
画
す
る
冒
頭
部
分
に
、

独
立
し
た
時
の
表
現
と
し
て
あ
る
場
合
も
あ
る
（
注
４
）。

　
と
こ
ろ
で
、
動
詞
述
語
文
の
場
合
、
述
語
が
テ
イ
ル
形
式
で
は
、
主
語
に
ガ

格
助
詞
が
承
接
し
た
も
の
も
、
ハ
係
助
詞
が
承
接
し
た
も
の
も
、
時
所
的
限
定

が
構
文
内
に
関
係
的
に
担
わ
れ
る
。
共
に
物
語
り
文
で
あ
る
。
特
に
、
ハ
係
助
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詞
が
承
接
し
た
テ
イ
ル
形
の
動
詞
述
語
文
は
、
物
語
り
文
と
し
て
担
う
時
所
的

限
定
の
組
み
立
て
に
、
文
脈
的
な
関
係
設
定
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
指

標
と
な
る
も
の
が
、
主
語
に
承
接
す
る
助
詞
が
ハ
係
助
詞
で
あ
る
こ
と
、
と
考

え
ら
れ
る
。

　
用
言
が
述
語
の
述
体
文
に
於
い
て
は
、
主
語
に
承
接
す
る
助
詞
が
、
ハ
係
助

詞
或
い
は
ガ
格
助
詞
で
あ
る
こ
と
が
、
品
定
め
文
と
物
語
り
文
と
の
類
別
に
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
イ
ル
形
式
の
動
詞
述
語
文

は
、
そ
れ
が
固
定
的
な
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
更
に
ま
た
、

　
　
犬
は
騒
が
し
か
っ
た
。

　
　
犬
は
騒
い
だ
。

　
　
犬
は
騒
い
で
い
た
。

な
ど
の
、
文
末
を
　
タ
と
す
る
形
式
の
文
で
は
、
形
容
詞
述
語
文
、
動
詞
述
語

文
の
別
な
く
、
時
所
的
限
定
の
文
脈
的
な
関
係
設
定
と
い
う
も
の
を
予
想
さ
せ

る
。
先
の
「
昔
々
、
或
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
登
場
人
物
ガ
、
有
リ
マ
シ
　
タ
。」
の

物
語
り
の
冒
頭
文
に
対
し
て
、
こ
れ
に
続
く
物
語
り
の
展
開
文
と
し
て
共
通
の

特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

　
　（
当
該
の
場
デ
）
登
場
人
物
ハ
、
状
態
］
作
用
］
動
作
］　
タ
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
登
場
人
物
と
は
、
物
語
と
い
う
当
該
の
場
で
、
当
該
の
人
物
と
し
て
、
発
言

者
と
聞
き
手
と
の
間
で
、
存
在
が
承
認
さ
れ
た
個
物
で
あ
る
。
主
語
に
ハ
係
助

詞
が
承
接
し
た
形
式
を
持
つ
物
語
り
文
が
、
冒
頭
部
を
承
け
て
展
開
部
に
位
置

を
占
め
る
の
で
あ
る
。
物
語
り
文
に
於
け
る
ハ
係
助
詞
存
在
の
課
題
を
追
究
す

る
一
つ
の
方
向
を
此
処
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

「
は
」
は
観
念
性
に
も
現
実
性
に
も
用
い
る
が
、「
が
」
は
現
実
性
に
だ
け

し
か
使
わ
れ
な
い
（
森
重
一
九
七
一
、
七
五
頁
）。

と
説
く
、
森
重
敏
の
助
詞
論
の
本
質
的
な
も
の
と
連
な
る
と
考
え
る
。

　
本
稿
は
、
主
語
承
接
の
助
詞
と
述
体
文
の
下
位
を
成
す
、
品
定
め
文
と
物
語

り
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
品
定
め
文
に
つ
い
て
は
、
体
言
を
述
語

と
す
る
構
文
と
の
関
連
を
追
及
す
る
こ
と
が
殊
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈
注
〉

１
　
森
重
の
文
型
は
、
単
に
述
語
の
品
詞
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
述
体
の
文
を

な
す
判
断
の
質
を
基
に
し
て
の
体
系
化
で
あ
る
。「
も
の
だ
」
型
観
念
性
の
判
断
、

「
こ
と
よ
」
型
現
実
性
の
判
断
、
と
い
う
大
枠
の
分
類
の
下
に
、
判
断
の
細
分
化
と

述
語
の
種
類
に
よ
る
文
型
の
体
系
化
を
示
す
（
森
重
一
九
六
五
、
一
九
七
一
）。

２
　
体
言
述
語
文
は
、
二
つ
の
概
念
間
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
、
ハ
係
助
詞
の
形
容

詞
述
語
文
と
意
味
的
連
関
に
関
し
て
包
摂
判
断
を
以
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
両
者

を
併
せ
て
「
名
詞
文
」
或
い
は
「
形
容
詞
文
」
と
し
て
扱
う
の
は
そ
の
現
れ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
体
言
に
よ
る
文
と
い
う
現
象
と
、
構
文
に
関
与
す
る
ハ

と
ガ
の
助
詞
と
の
連
関
か
ら
、
単
な
る
述
体
の
一
つ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
追
究

す
べ
き
課
題
を
多
く
持
つ
も
の
と
考
え
る
（
石
神
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
九
）。

３
　
森
重
敏
は
、
助
詞
と
判
断
の
関
係
を
、
大
枠
で
ハ
を
観
念
性
の
判
断
、
ガ
を
現

実
性
の
判
断
と
す
る
。
た
だ
し
「
も
っ
と
厳
密
に
は
、『
は
』
は
観
念
性
に
も
現
実

性
に
も
用
い
る
が
、『
が
』
は
現
実
性
に
だ
け
し
か
使
わ
れ
な
い
。」（
森
重
一
九
七

一
、
七
五
頁
）
と
説
く
。
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４
　「
あ
る
秋
の
こ
と
で
し
た
。（
二
、
三
日
雨
が
ふ
り
つ
づ
い
た
そ
の
間
、
ご
ん
は
、

外
へ
も
出
ら
れ
な
く
て
・
・
・
・
）」（
新
美
南
吉
『
ご
ん
狐
』
第
一
章
の
本
文
冒

頭
部
の
始
め
）

　
　「
月
の
い
い
晩
で
し
た
。（
ご
ん
は
、
ぶ
ら
ぶ
ら
あ
そ
び
に
・
・
・
・
）」（
同
、

第
四
章
の
始
め
）
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